
 
 
 
 
 
 
「カリキュラムセンター通信Web版」は、教育センターが県内の先生方にWebでお届

けするカリキュラムセンターの広報紙です。カリキュラムセンターで取り組んでいる様々

な事業についての最新情報を継続的に提供することで、教育センターと学校や先生方をつ

なぐパイプをより太く、強いものとしていきたいと考えております。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
さて、平成１７年７月にオープンしましたカリキュラムセンターは、県内の先生方や学

校が日常の教育活動でお困りのことについて相談や支援を行う教育センターの新しい窓口

として、開設３年目を迎えました。カリキュラムセンターでは、先生方の日々の教育実践

のお役に立てるように、「気軽に利用できるカリキュラムセンター」を目指してこれまで取

り組みを進めてまいりました。今年度は、年度初めにカリキュラムセンター相談室をリニ

ューアルすると共に、ｅラーニング機能を取り入れて機能の充実を図るなど、特にネット

ワークの構築と活用に力を注いでおります。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
今回の「カリキュラムセンター通信Web版」におきましては、先生方にカリキュラムセ
ンターの取組みをさらに知っていただけますように、特集として「Q＆A」の形式でカリキ
ュラムセンターの業務をまとめました。先生方のたくさんのご利用をお待ちしております。 

 
 

 
 

 

 
① 学校教育に関する相談に応じます  
□ 学校経営、学習指導、その他教育活動に関する「何でも相談」を受けます。 
□ 学校や各教育関係団体からの講師派遣の要請を受けます。 

 
② 教育研究を支援します  
□ 学校等の要請に応じて教育研究を支援します。  
□ 調査研究の実践的有効性の検証を支援します。 

 

Ｗｅｂ版 
平成 19年６月 19日発行 
カリキュラムセンター 

     カリキュラムセンターではどのような業務に取り組んでいるのですか？ Ｑ１ 

 



 
③ 各種資料を提供します  
□ 図書資料や教育課題に関する各種資料を提供します。 
□ すぐれた授業実践の資料を提供します。 
 
④ 学校と教育関係機関とをつなぎます  
□ 講師人材の必要な情報を提供します。 
□ 各種研究機関と学校等のネットワークづくりを進めます。 
 
⑤ 講座聴講の申込みを受けます  
 
 

 
 

 
カリキュラムセンターでは、先生方が日々の授業づくりでお困りのことや学校の校内

研修等についての相談をお受けしています。 
 
□ 授業構想の段階で悩んでいるので相談にのって欲しい。 

□ 授業で提示する教材づくりのために、こんな資料を探しているのだが。 

□ 同じ単元での授業実践事例があれば参考にしたいので紹介して欲しい。 

□ 「○○○」に関する参考図書があれば紹介して欲しい。 
□ 校内授業研究会を計画しているので○○科の指導助言者を紹介して欲しい。 

□ 校内研修に継続的にかかわりを持って助言・指導してくれる講師を紹介して欲しい。 

□ 地区の研究会で「○○○○○」のテーマで講話をいただける講師を紹介して欲しい。 

 

 このようなことでお困りのことがありましたら、気軽にカリキュラムセンターまでお

問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

     カリキュラムセンターではどのような相談を受けているのですか？ Ｑ２ 

【来所相談】 教育センター１棟２階 カリキュラムセンター相談室 
             〈相談時間：８：３０～１７：１５〉 
【電話相談】 ０２４－５５３－３１４１（内線３３） 
             〈相談時間：８：３０～１７：１５〉 
【FAX 相談】 ０２４－５５４－１５８８ 
【E メール】 curriculumcenter@center.fks.ed.jp 

 



 
 

 
今年度の初めにリニューアルした「カリキュラムセンター相談室」は、センター1棟の２

階にあります。この部屋はＱ１のカリキュラムセンター業務にかかわって来所いただいた

先生方との相談のためのスペースであると同時に、備え付けの各種資料にじっくりと目を

通していただくためのスペースでもあります。 
カリキュラム相談室においては、次の資料の閲覧が可能です。 
 

教 科 書･･･平成１７年度版小学校・１８年度版中学校用教科書 
各種高等学校用教科書 

学 校 要 覧･･･県内全小・中学校、高等学校の平成１９年度版の学校要覧 
教 育 計 画･･･県内全小・中学校、高等学校の平成１９年度版の教育計画 
研 究 集 録･･･県内小・中学校、高等学校の平成１８年度研究集録、研究紀要 

 
教材研究の際に学年の系統を確認したり他社の教科書における取扱いを調べたりする際

には、カリキュラムセンター相談室にぜひ来室ください。「教科書を比べながらじっくり教

材研究をしてみたい。」という先生方のために閲覧スペースも設けました。 
 また、「次年度の教育課程を立案するに当たり、ぜひ、ひと工夫してみたい。」という先

生方には、参考のために他校の教育計画を閲覧することをお勧めします。 
 このほかに、備え付けの２台パソコンを使用して図書・資料室にある約２５，５００冊

の教育関係図書と約３１，５００冊の定期刊行図書の検索が可能です。 
研修のために教育センターに来所いただいた際や教育センターの近くにお寄りの際には、

ぜひ、「カリキュラムセンター相談室」に足をお運びください。 
 
 
 
 
 
 

 
 
カリキュラムセンターでは、学校や各種研究団体、市町村教育委員会等からの指導主事

の派遣要請があり、センターの各種講座等との日程の重なりがない場合は派遣に応じてい

ます。平成１８年度におきましては、カリキュラムセンターを通しまして１７４件の講師

派遣の要請に応じてきました。 

     カリキュラムセンターではどのような講師派遣への要請に応じているのですか？ 
Ｑ４ 

     リニューアルしたカリキュラムセンター相談室ではどんなことができますか？ Ｑ３ 

【カリキュラムセンター相談室並びに図書・資料室開室時間】 ８：３０～１８：００ 
  ※ 事前に利用申込みがなくとも、この時間帯においては常時利用が可能です。 



 これまで講師派遣にかかわりまして依頼があった内容の一部をご紹介します。このほか

の内容についてのご要望にもおこたえしますので、ぜひ、ご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  昨年度、教育センターでは校内授業研究へのＴＶ会議システムを活用した講師派遣要請

にも応じてきました。ＴＶ会議システムを活用した講師派遣とは、授業研究を行っている

教室にＴＶカメラを設置して、教育センターのカリキュラム相談室のパソコンと教室とを

ネットでつなぎ、指導主事が学校から送られてくるパソコンの画像を見ながら授業への助

 

授業研究会での指導・助言 

・ 小・中学校、県立学校の授業研究会 
（各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間） 
 

校内研修会での講話・実技研修 

  ・グループエンカウンターの理論と実際  ・不登校児童生徒への理解と対応 
  ・ソーシャルスキルの方法と技法     ・ＡＤＨＤ児童生徒への対応 
  ・教育相談の手法と実際         ・自己肯定感を育てる学級経営 
・情報モラルの指導の在り方       ・情報セキュリティーの在り方 
・校務におけるエクセルの活用      ・パワーポイントの基本的操作 
・キャリア教育の進め方         ・学校経営マネジメントの実際 
 ・教育研究の進め方 
 
児童生徒対象の講話・実技 

  ・インターネットのルールとマナー 
  ・楽しい仲間づくり（新入生オリエンテーション） 
 

各種教育研究会での講話・実技研修 

  ・カウンセリングの技法を生かした人間関係づくり 
  ・IT時代を生きる子どもへのかかわり方 
  ・親子で考えるインターネット 
 ・基本的生活習慣と学習習慣の形成 

      ＴＶ会議システムを活用しての講師派遣依頼にも応じているのですか？ Ｑ５ 



言等を行うものです。 

指導主事が実際に教室に伺って、授業の様子を直接見聞きする通常の授業研究とは違っ

て、子ども達一人一人の学習の様子が十分につかみにくい面もありますが、次のようなメ

リットも見えてきました。 

○ 指導主事が直接出向かないため、学校の都合に合わせて授業と事後研究会の時間

を隔てて設定することが可能です。 

○ ビデオ記録が可能なため、事後研究会において録画を流すことで授業の様子を

様々な視点から繰り返し検証できます。 

 ＴＶ会議システムを活用しての指導主事派遣は、双方向のコミュニケーションを円滑に

図ることで、学習指導案の検討から授業研究後の継続的な授業への支援まで、既存のネッ

トワークを生かしながら授業への広がりを持った支援が可能となります。 

 今年度につきましては、研究協力校においてＴＶ会議システムを活用した授業研究の取

組みを重ねていくことで、ＴＶ会議システム活用モデルを作成していく予定です。「我が校

の授業研究においてもこのシステムを取り入れたい。」という学校がありましたら、まずは、

カリキュラムセンターにお問い合わせください。 

 

－ 

 

 

 

教育センターでは、著名講師による講義を聴講していただくことによって、先生方の指

導力アップを図っていただけるように、「講座聴講」の申込みの受付を行っています。 

平成１９年度開講の７２講座の中で、今日的な教育課題や先生方のニーズに応じたテー

マを取り上げた講義を「講座聴講」として、県内の先生方に広く公開しています。今年度

は、追加となった1講座を含めて７９講座の聴講を受け付けています。 

聴講の申込みに当たり聴講できる講座を確認する際は、各学校に配付しました「聴講で

きる講座一覧」、またはセンターのＷｅｂページに掲載しております講座一覧を御覧くださ

い。また、聴講したい講座が決まりましたら、講座実施期日の１週間前までに所定の聴講

申込書に必要事項を記入の上、カリキュラムセンター担当までＦＡＸ等でお申し込みくだ

さい。各講座とも受付は先着順とし、定員となり次第、受付を終了させていただきます。         

なお、「講座聴講」できる講座として新たに追加した講座は、次の１講座です。 
期 日 

№ 聴講の講義・ 
講話等題名 

講座 
番号 講 座 名 所 属 名 職

名 講師名 
時 間 

会 場 定 員 

8月 20日(月) 

79 

講義 
「フランスの
美術教育の現
状について」 

K15 

高校経験者研
修Ⅱ（教科指導

Ⅰ）  

２班（美術） 

渋谷区立 

加計塚小学校 

教

諭 藤崎典子 15:00 
～16:45 

美術室 10名 

〈申込先〉企画振興チームあて ＦＡＸ：０２４－５５４－１５８８ 

     講座聴講を申し込むにはどうすればいいのですか？ Ｑ６ 


